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⑥．環境保全対策の検討 

 予測結果より選定した保全対象種について、その影響を回避・低減するための保全対策を検討した。結果

については下表のとおりである。 

影響予測の概要及び保全対策（案）の概要 

保全対象種 予測結果の概要 保全対策（案）の概要 

両生類 オオサンショ
ウウオ 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、貯水池の出現
により、生息環境及び繁殖活動への影響を受けると考えら

れる。 

湛水区域内に生息する個体の
移転、貯水池上流端の生息・

繁殖環境の整備などによる保

全 

エゾコガムシ 本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、建設発生土受
入地により、土地の形質・形状の改変により消失し、確認地

点１箇所全てが生息への影響を受けると考えられる。 

生息確認地点の建設発生土受
入地計画の見直しによる回避 

昆虫類 

ギンイチモン

ジセセリ 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、仮設備の設置

により、土地の形質・形状の改変により消失し、確認地点２箇

所全てが影響を受けると考えられる。 

幼虫の食草であるススキ、チガ

ヤなどからなるやや乾燥した草

地の創出による保全。 
→保全対策の候補地が２箇所

あるため、現在、保全対策を実

施する適地を検討中である 

オニイノデ 

 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、直接改変およ
び直接改変による生育環境の変化により、確認１地点(40株)

の全てにおいて生育への影響を受けると考えられる。本種

は、伊賀盆地における分布の記録はないことからも、事業に
よる改変の影響はあると考えられる。 

消失する個体の移植による保
全 

ウメバチソウ 

 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、直接改変およ
び直接改変による生育環境の変化により、確認 4 地点(約

830 株)のうち 2 地点(約 800 株)が生育への影響を受けると

考えられる。 

消失する個体の移植による保
全 

ヤマジノタツナ

ミソウ 

 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、直接改変およ
び直接改変による生育環境の変化により、確認 7 地点(約

370 株)の全てにおいて生育への影響を受けると考えられ

る。本種は、伊賀盆地における生育は稀であることから、事
業による改変の影響はあると考えられる。 

消失する個体の移植、種子採
取し播種による保全 

タツナミソウ 

 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、直接改変およ
び直接改変による生育環境の変化により、確認 3 地点(35

株)の全てにおいて生育への影響を受けると考えられる。 

生育確認地点の建設発生土受
入地計画の見直しによる回避 

ホナガタツナミ

ソウ 

 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、直接改変およ

び直接改変による生育環境の変化により、確認 8 地点(約

130 株)のう ち3 地点(約38 株）が生育への影響を受けると考
えられる。 

消失する個体の移植、種子採

取し播種による保全 

オミナエシ 

 

 

 

 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、直接改変によ

り、確認 4 地点(34 株)のうち 3 地点(4 株)が消失する。本種

は、よく管理された田の畦などに生育し、近年日本各地にお
いて生息環境の減少が危惧されている種であることから、事

業による生息環境の減少による影響はあると考えられる。 

生育確認地点の建設発生土受

入地計画の見直しによる回避 

キキョウ 

 

 

 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、直接改変によ
り、確認 5 地点(10 株)のうち 3 地点(6 株)が消失する。本種

は、よく管理された田の畦などに生育し、近年日本各地にお

いて生息環境の減少が危惧されている種であることからも、
事業による生息環境の減少による影響はあると考えられる。 

消失する個体の移植、種子採
取し播種による保全及び生育

確認地点の建設発生土受入地

計画の見直しによる回避 

ササユリ 

 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、直接改変およ
び直接改変による生育環境の変化により、確認 8 地点(9 株)

のうち 5 地点(6 株)が生育への影響を受けると考えられる。 

消失する個体の移植による保
全 

植物 

エビネ 

 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、直接改変によ

る生育環境の変化により、確認１地点(10 株)の全てが生育
への影響を受けると考えられる。 

消失する個体の移植による保

全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 

 

サギソウ 

 

本種は、川上ダム建設事業を実施した場合、直接改変によ

り、確認 2 地点(約 40 株)のうち1 地点(約20 株)が消失する。
本種は、湿地環境に生育し、川上ダム事業区域のみでな

く、全国的にも生育環境の減少が危惧される種であることか

ら、事業よる影響はあると考えられる。 

消失する個体の移植による保

全 
 
 

ミズギボウシ、

ホトトギス、コ
シンジュガヤ、

カキラン 

川上ダム建設事業を実施した場合、生育環境の変化によ
り、確認地点全てにおいて生育への影響を受ける可能性が

あると考えられる。 

 

モニタリングによる監視 
 

 

■既に実施した保全対策の状況【植物重要種の移植】 
道路工事による直接改変区域内で確認した重要な種については、専門家の指導を受けて移植または仮移植等
を実施した。保全対象種と移植などの保全対策を実施した状況については、下表のとおりである。 

 
保全対象種と保全対策（移植等）の状況 

区 分 種   名 保全対策及びその後の状況 

移植 オニイノデ 
道路工事の施工に先立ち、平成 14年度、平成 16年度に自生地周辺の適地に移植を行
った。移植後のモニタリングにおいて、移植した全ての株が順調に生育していること
を確認している。（写真参照） 

ウメバチソウ 
サギソウ 

道路工事により、自生地の一部が改変されるため、平成 14年度に改変を受ける箇所の
株を保護池周辺に仮移植を行った。その後のモニタリングにおいて活着が確認できな
かったため、自生地に残存した株についてモニタリングを継続している。 

キキョウ 
道路工事の施工に先立ち、平成 14年度に仮移植を行った。仮移植後のモニタリングに
おいて、開花を確認している。今後移植先を検討し移植を実施する。 

エビネ 道路工事の施工に先立ち、平成 15年度に仮移植を行った。仮移植後のモニタリングに
おいて、開花を確認している。今後移植先を検討し移植を実施する。 

仮移植 

ササユリ 
道路工事の施工に先立ち、平成 16年度に仮移植を行った。仮移植後のモニタリングに
おいて、順調な生育を確認している。今後移植先を検討し移植を実施する。 

播種 

ヤマジノタツナミソウ 
タツナミソウ 
ホナガタツナミソウ 
オミナエシ 
キキョウ 

自生している株から種子を採取し、平成 16年度に育苗場にて播種を行った。今後モニ
タリングを継続していく。（写真参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑦．学識経験者のコメント（川上ダム自然環境保全委員会の委員より） 

・移植したオニイノデについては、ほぼ活着したものと考えられる。 
・動植物については、今後も事業の進捗にあわせ提案している保全対策を行い、適切なモニタリングを実

施していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

オニイノデ（移植後の状況） 育苗場における播種後の生育状況 











23 

オオタカへの影響について 

 
１．調査の実施状況 
川上ダム周辺における広範囲なオオタカの分布状況と生息つがい数を把握するため、川上ダム事業実施

予定区域（湛水予定区域も含む）及びその周辺において現地調査を実施した。 
さらに、このうち繁殖期行動圏が事業実施予定区域と一部重複し、ダム事業の影響を受けると考えられ

るつがいを絞り込み、それらのつがいを対象に繁殖状況と行動圏及びその内部構造を把握するための調査

を実施した。 
(1) 行動圏調査 

平成 8年より定点調査により、オオタカの行動範囲及び繁殖・採餌に関わる行動を把握した。 
(2) 繁殖状況調査 

平成 11 年より主に踏査により、ダム事業の影響を受けると考えられるつがいの営巣地点の特定、繁

殖活動の進行状況と繁殖結果を確認した。 

(3) 生息環境調査 

平成 12 年に事業実施予定区域及びその周辺における植生の分布状況などオオタカの生息環境を把握

するため、川上ダム集水域及びその周辺の植生ベースマップを作成した。 

 
【調査結果から推察されること】 
川上ダム周辺には、メッシュ解析により 6 つがいのオオタカが生息していると推定され、平成 8年 11

月～平成 16年７月にかけての8繁殖シーズンで、4回の繁殖が確認された。このほか、抱卵もしくは抱雛

が9回あったと推定されたが、3回は繁殖に失敗し、6回は繁殖の成功については不明である。繁殖状況は

表 1.1に示すとおりである。 

表 1.1 川上ダム周辺に生息するオオタカ各つがいの繁殖結果 

つがい名 H9 
(1年目) 

H10 
(2年目) 

H11 
(3年目) 

H12 
(4年目) 

H13 
(5年目) 

H14 
(6年目) 

H15 
(7年目) 

H16 
(8年目) 

Aつがい △ ◎ ▲ × × × × × 
Bつがい × × × ▲ × × ◎ ▲ 
Cつがい △ △ － － × × × × 
Dつがい × △ － － × ◎ × ◎ 
Eつがい × △ － △ － － － － 
Fつがい － － － － － － － × 

◎：繁殖成功(雛の巣立ちを確認)。 

△：指標行動(抱卵・育雛期の餌運び・警戒声)から抱卵もしくは抱雛を行ったと推定（繁殖の成功については不明）。 

▲：指標行動(抱卵・育雛期の餌運び・警戒声)から抱卵もしくは抱雛を行ったが、繁殖に失敗したと推定。 

×：抱卵もしくは抱雛を行わなかったと推定。 

－：未調査。 
 
・Aつがいは平成 10年に幼鳥が巣立ったことを確認している。また、平成 9年、10年、11年に繁殖

に関する指標行動（同一地域方向への餌運び）を確認している。 

・ Bつがいは平成 15年に幼鳥が巣立ったことを確認している。また、平成12年に本つがいのものと

考えられる繁殖巣を確認している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.1 オオタカの繁殖期行動圏 
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・Cつがいは平成 9年、10年に繁殖に関する指標行動（餌運び）を確認している。 

・Dつがいは平成 14年、16年に幼鳥が巣立ったことを確認している。また、平成 10年に繁殖に関す

る指標行動（餌運び）を確認している。 

・Eつがいは平成 10年、12年に繁殖に関する指標行動（餌運び）を確認している。 

・Ｆつがいは平成 16年に使用されていない古巣を確認している。 

 
２．影響予測 
これまでの調査、繁殖期行動圏の内部構造の推定から、川上ダム周辺に生息するオオタカ６つがい(A～F

つがい)のうち、ダム事業の影響を受けると考えられる（事業実施予定区域に繁殖期行動圏が重なる）つが

いは 3つがい(A～Cつがい)であり、これら3つがいを対象に影響予測を行った。 

オオタカに対する影響予測の概要は表 2.1に示すとおりである。 

 
表 2.1 川上ダム事業によるオオタカに対する影響予測の概要 

つがい 川上ダム建設事業との関わり 
工事中の予測結果 

(短期的な影響) 

ダム完成後の予測結果 

(中・長期的な影響) 

Ａ 

つがい 

営巣中心域には、工事による直接改変およ

び湛水予定区域はかかっておらず、既知の営

巣木(平成11年確認の古巣)は工事箇所(付替

道路)から500m程度離れている。 

採食中心域には、ダム堤体、原石山、仮設

備、工事用道路、建設発生土受入地、付替道

路の工事および湛水予定区域がかかってお

り、採食中心域が湛水予定地により分断され

14%が改変される。 

保全対策として、建設発

生土受入地の位置を営巣

中心域から回避するよう

変更した。 

繁殖活動への影響は低

減されると考えられる。 

営巣環境および採餌

環境への影響は低減さ

れると予想される。 

ただし、平成 12 年以

降、繁殖は確認されてい

ない。 

Ｂ 

つがい 

最新の営巣中心域(平成15年繁殖巣)には、

工事による直接改変および湛水予定区域は

かかっておらず、営巣木も工事箇所(付替道

路)から500m程度離れている。旧営巣中心域

(平成 12 年繁殖巣)でも工事による直接改変

および湛水予定区域はかかっていない。 

採食中心域でダム堤体、原石山、仮設備、

工事用道路、建設発生土受入地、付替道路の

工事および湛水予定区域がかかっており、採

食中心域の7%が改変される。しかし、主要な

採餌環境の多くは残存し、主要な採餌環境へ

の飛翔ルートも妨げられない。 

保全対策として、建設発

生土受入地や付替道路の

位置を営巣中心域から回

避するよう変更した。   

繁殖活動への影響は低

減されたと考えられる。 

本つがいはその後、平成

15 年に繁殖に成功してい

る。 

営巣環境および採餌

環境への影響は低減さ

れ、つがいの繁殖活動は

継続すると予想される。 

Ｃ 

つがい 

２つの営巣中心域（候補域）には、工事に

よる直接改変および湛水予定地はかかって

おらず、工事箇所（付替道路）から1km程度

離れている。 

採食中心域の辺縁部で建設発生土受入地、付

替道路の工事および湛水予定区域がかかっ

ており、採食中心域の2%が改変される。しか

し、主要な採餌環境の多くは残存する。 

繁殖活動への影響は小

さいと考えられる。 

繁殖活動への影響は

小さいと考えられ、つが

いの繁殖活動は継続す

ると予想される。 

※「川上ダム建設事業との関わり」については、川上ダム希少猛禽類保全検討委員会の指導により、Ａつがいに

ついては建設発生土受入地、Ｂつがいについては建設発生土受入地及び付替道路を営巣中心域から回避する保全

対策を実施した後の記述である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.2 オオタカの繁殖期行動圏とその内部構造のイメージ図 

（出典：『ダム事業における希少猛禽類保全対策指針（オオタカ）』平成 15年6月、水資源開発公団） 

 

 

表 1.1.1 オオタカ行動圏の内部構造の定義と川上ダムにおける推定方法 

 定義 機能 推定方法 備考 

営
巣
中
心
域 

繁殖巣及び古巣の周辺
で、営巣に適した林相をも

つひとまとまりの区域（営巣

地）、給餌物の解体場所、
ねぐら、巣の監視のための

止まり場所、巣外育雛期に

幼鳥が利用する場所を含
む区域 

繁殖のために重要な範囲
であり、巣立ち後の幼鳥が独

立するまでの主な生活範囲 

1) 巣の監視場所 
2) 幼鳥の休息場所 

3) 幼鳥と親鳥の餌の受け渡

し場所 
4) 幼鳥の採餌場所 

5) 巣材の採集場所 

繁殖巣と古巣の位置、鳴き
交わしの位置、巣材運びの位

置、監視止まりの位置、巣立

ち後の幼鳥の行動範囲を含
め、周辺の地形、林相、林分

構造等を勘案して推定する。 

目視調査により幼鳥
の行動範囲を正確に把

握することは困難である

ため 、幼鳥の行動が観
察されなかった場合には

テレメ トリー法での調査

事例、環境等から判断
する。 

採
食
中
心
域 

主として繁殖期の採餌

場所、主要な飛行ルート、
主要な止まり場所を含む繁

殖期に利用度が高い区域 

繁殖活動つがいが継続して

生息するために必要な範囲 
1) 主な採餌場 

2) 採餌場への主な移動ル

ート 

繁殖期に出現頻度の高い

区域、探餌行動やハンティン
グがみられた区域、食痕が確

認された区域を考慮し、出現

頻度の高い区域周辺の採餌
場となりう る環境を包括するよ

うに、地形、植生等を勘案して

推定する。 

オオタカの採食行動を

直接観察する機会は少な
いため、飛翔の状況や繁

殖期行動圏内の環境、食

痕の位置等を総合して推
定する。 

繁
殖
期
行
動
圏 

繁殖期（求愛行動が見ら

れてから幼鳥が独立するま
での期間）において、ある

つがいや幼鳥の飛翔・とま

りが確認された最大の範囲 

営巣中心域、採食中心域を

含む繁殖活動つがいの行動
範囲 

対象のつがい及びその

幼鳥のものと識別（または推
定 ） された繁殖 期内の飛

翔・止まりを対象とし、その

確認位置が全て含まれ、凹
部が生じないよう に囲むこと

で推定する。 

目視調査による個体識

別が難しいため、繁殖期に
なわばりを持つことを前提

にして、推定した営巣中心

域に対する成鳥の主な出
現地点及び飛去方向等の

位置関係から、その行動記

録に各つがい名（Ａ～F つ
がい）を当てはめて、繁殖

期行動圏を整理した。 
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【影響予測から推察されること】 
川上ダム建設事業の影響を受けると考えられる３つがい（A～C）については、保全対策として、建設発

生土受入地や付替道路の位置を営巣中心域から回避するよう変更したことなどにより、繁殖活動への影響

は低減され、つがいの繁殖活動は継続すると予想される。 

 
３．オオタカに関する保全対策 
オオタカについては、保全目標を『川上ダム周辺に生息するつがいの繁殖環境の保全－「川上ダム周辺

個体群の健全な繁殖活動の維持」を目指して－』として、川上ダム事業実施予定区域およびその周辺に生

息するつがいの繁殖活動への影響の回避・低減を基本とした保全対策を実施する。また、オオタカ以外の

希少猛禽類も考慮する。 

①．施設配置計画、施工計画の検討 

○ダム関連工事の配置計画や施工計画の策定にあたっては、繁殖活動への影響を抑制するよう考慮

する。 

・オオタカの営巣中心域内に予定していた建設発生土受入地の移転を行い、付替道路の線形を営巣

中心域から遠ざけるよう道路計画を変更した。 

・原石山や仮設備を貯水池内に配置することで事業全体による改変面積を極力減少させた。 

②．工事実施の事前監視 

○工事実施箇所や工事予定箇所周辺において、オオタカの繁殖状況等を確認するためのモニタリン

グ調査を実施し、工事箇所と繁殖活動中の希少猛禽類の営巣地との位置関係を把握する。また、

専門家による環境巡視を行い希少猛禽類に関する影響の有無や対策について指導・助言を受ける。 

・モニタリング調査において、事業実施予定区域で営巣しているサシバが確認されたので、専門家

による環境巡視を行い、繁殖期間中の工事の影響に関して指導・助言のもと、工事を実施した。 

③．工事実施工程の調整 

○モニタリング調査(追跡調査)により、希少猛禽類の営巣活動が確認された場合には、専門家の指

導・助言を得ながら、必要に応じて各つがいの繁殖状況に応じた工事工程の調整等を行うなど適

切な保全対策を講じる。 

・モニタリング調査において、施工中の付替道工事の近傍で営巣しているサシバが確認された。工

事が繁殖活動に影響を及ぼすことも考えられたため、専門家の指導・助言により幼鳥の巣立ちを

確認するまで周辺の工事を一時中断した。 

④．騒音・振動等の影響の抑制 

○工事に伴う騒音・振動等は希少猛禽類の生息に影響を及ぼす可能性があることから、工事実施に

あたっては、騒音・振動等の影響を極力抑制する。 

・道路工事等には、低騒音型の建設機械を採用し、騒音の低減に努めている。 

⑤．立木伐採に対する制限 

○森林伐採の面積や時期に配慮し環境変化の低減を図る。 

・オオタカ保護の観点から、繁殖期（２月から８月）の期間は、オオタカの営巣に影響が予測され

る範囲について立木の伐採を行わないように関係機関に協力を要請した。 

⑥．植生の回復 

○建設発生土受入地、工事用道路などの跡地は、跡地形状に配慮しつつ、改変地や水没地内の樹木、

表土等を利用して植生の回復を図る。 
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別 紙 

 
川上ダム建設に伴う自然環境への影響および保全対策 

 

１．川上ダムにおける環境に関する各種委員会 

川上ダム建設事業の実施による自然環境への影響を総合的に評価し、適切な保全対策を検討していく必

要がある。このために、国指定の特別天然記念物であるオオサンショウウオや希少猛禽類の生息状況を把

握する調査、影響予測および自然環境の保全対策について指導・助言をいただくために、専門家による委

員会を設置している。 

現在、川上ダムにおける環境に関する各種委員会および委員は、「川上ダムにおける環境に関する各種

委員会」のとおりである。 

 

２．川上ダム建設に伴う自然環境への影響予測、評価、保全対策の検討 
川上ダム建設事業においては、平成４年６月に三重県条例に基づいた環境影響評価の手続きを終えてい

る。 
その後の各種委員会の指導、助言をいただきながら、川上ダム建設事業が環境に及ぼす影響について、

その項目毎に調査、予測および評価を行い、保全対策を検討している。また、各種委員会の指導、助言を

いただき既に実施した保全対策については、モニタリング調査を実施している。 
 
３．川上ダムの自然環境保全対策の今後の進め方 

川上ダムの自然環境保全対策は、自然環境に関する調査・検討を踏まえ、川上ダムにおける環境に関す

る各種委員会の指導・助言をいただきながら実施している。モニタリング調査については、流域全体を考

えて下流河川まで範囲を広げ、住民参加型で実施している。 

今後も引き続き各種委員会の指導・助言をいただきながら、実施していくこととし、保全対策の実施に

おいては、地域との連携・協働を図っている。 
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川上ダムにおける環境に関する各種委員会 

 

川上ダム自然環境保全委員会 

氏  名 所属・役職等 

  小野 勇一※  九州大学 名誉教授 
  池淵 周一  京都大学防災研究所 教授 
  江崎 保男  兵庫県立大学自然・環境科学研究所 教授 
  海老瀬潜一  摂南大学工学部 教授 
  大手 桂二  京都府立大学 名誉教授 
  角  哲也  京都大学大学院工学研究科 助教授 
  松井 正文  京都大学大学院人間・環境学研究科 教授 
  森下 郁子  元大阪産業大学人間環境学部 教授 

         ※：委員長 
 

川上ダムオオサンショウウオ調査・保全検討委員会 

氏  名 所属・役職等 

  松井 正文※  京都大学大学院人間・環境学研究科 教授 
  冨田 靖男  元三重県立博物館 館長 
  松尾 直規  中部大学工学部土木工学科 教授 
  松月 茂明  元日本サンショウウオセンター 学芸員 
  森下 郁子  元大阪産業大学人間環境学部 教授 
（役職に委嘱）  国土交通省近畿地方整備局 

   木津川上流河川事務所 所長 

（役職に委嘱）  三重県県土整備部 
   流域整備分野担当総括室長 

                ※：委員長 
 

川上ダム希少猛禽類保全検討会 

氏  名 所属・役職等 

  江崎 保男※  兵庫県立大学自然・環境科学研究所 教授 
  菊田 浩二  奈良ワシタカ研究会 代表 
  武田 恵世  （財）日本野鳥の会三重県支部 

                ※：委員長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 




